
垣詰筍の崩壊現象螢生原因に就て  

岩  雄  

岡   屋   忠   治  

On tbeCause of Di5in亡egratOn払enomenon of  

B＆mboo Shoots packedin aJar．  

Iwao Sbigaand C叫iOk中 

Ba⊂teriologicalstudieson’thecauseoftheputrefactionofBamb）OShootspackdinaJar，Which  

had been conSidered among＄0甲e Canner≦for many yearsa＄an uユaCCOuntable phenomenon  

becauseIOf disinte許ation of batnboo sh〇Ot＄in＄pite of keeping of good vacuumin the jar，Were  

performed・   

Gram－pOSitive，＄POre－bearing，rOd＄hape aerobes wer己isっ1ated as causative agents．They propa－  

gatevigorou＄ly at370C，eSpeCiallYintheculture甲eユium whichc）ntainsbamb⊃0 ＄hootjuice．  

奮beirphy＄iologicalpropertie＄andthermaldeathtimeswere determined．  
／  

；Asaresultofthethermaldeathtimedeterminations，thefollowing datawere obtained：   

1．乙Value  

Bacteria  且eating medium  2i－Value  

//A// pH5．6ba皿boo＄hootjuice  8．20C．（14．80F．）  

〝B〝  pn5．6bamboo shoot juice  lOO C．（180F．）  

JVA〝  pH6．6bamboo shootjllice  8．650C．（15．6O F．）  
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2．DestrllCtion time atl150C．   

Destruction times atl15．O C．were calculated，aSSumlngthe tIme to reducethe prpbabili－   

tyofsurvivaltolinl，000，000，0000fspores as a destructiveend poLnt．   

Bacteria  Heating medium  De＄truCtion time at115CC．  

//A// pH5．6bamboo shootjuice  2．1min．  

〝Bク  pH5．6bamboo sboot juicq  3J4min．   

－uA〝  pH6．6bamboo shootjuice  6．3min．  

囁帯にされた水煮筍が、某組織の崩壊によって、恰も酪の様な状轡こ変化するが、普通の真空度  

有しているしヽ其匂も悪臭らしいものが感ぜられない。併し勿論中には多少の悪臭を発するもの  

あることはある。即ち填の外形上には何等の異状を露あないに拘らず内容物たる筍の組織が崩壊  

ることからして発着間に放ては不凰誇な現象とされていた変敗がある。美原国体七考えられる細  

車分離して著者等は以前に礎填諸時報、昭和Z坤8月号①  に簡単な報告をして置  
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いた。  

併し長しとの様な現象の顎生原因について昭和17年に福本、岸の両氏が細菌学と酵素化学との雨  

から真顔因について追究されたことがあって、其結果では其の原因体と経められるべき繰生物が  
離されなかったが、Pectase，Pectina＄e，Amyla＄占，Protease・Catalas己及びPeroxidase等の措辞  

存在を指摘し、特にPectina＄e及びPectaseは生筍中に相当著量に存在するものであることか  

して、一度加熱こよって破壊されたそれ等の酵素が長時日の後に或限度に鱒てReactivateされ  

ことも考えられるとされている（科学とエ業・昭和25年）。⑧  

♪∴余挙が垣語水煮筍の組織崩壊原因について細菌学的な韓験を行って得た結果について先に確壕  
‘ 
報に尭表したものと其後に得た結果とを合せ取纏めて玄に報告する次第である。  

崩壊現象を起した笥噂話についての観察  

検品は岡山県小田部今井村絵師、岡山県合同食品株式会社より試験のため1950年2月に送附  

けたもので「ハネックス」甲2号填（400c．亡入）に詰めたものである。同社からの鋭明による  

49年慶産の五囁確諸のものを其年の七月から八月にかけて頓に詰換えたもので、・其話換方法は  

次の如きものであったとの事である。   

五囁時の筍を木棺内に移し、良く水洗して後に填に詰め、トンネル式コンベア脱気函を通し  

内中心温度が80鹿に達した時（脱気箱の温度900Cで1Z分一15分間を要した）■に碁付密封し、  

沸騰水中にて7J分間数寄加熱を行った。因みに温度上昇に要した時間は15－20分間であったと  
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冷却株其大部分は自然放冷によった。   

エ場より出荷当時は全然気付かれなかったが約1ケ月経過後に於て消費者によって其変質が  

されたとの事である。叉6月20日より7月21日に五って詰換られた乙2号填に放ての変質率（  

％）は低く、7月22日より8月2日にかけて詰換えられた甲2号填に於ての変質率（約紺％）二  

かった．と云う事である。   

送附を受けた検品について観察した所以下の様な状態であった0   

370Cに約Z週間保存して置いたが変質状態の進行が酪められなかった。免550C  にて約⊥過  

存した壊に放ても変質状態にそれ以上の進行を霞めることが拭束なかった。其空慶は1Z－1寧  

ーで、匂いは悪臭らしいものが感ぜ．られず、pH価は5．1－5．6であった。液汁を直接塗抹しC  
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fucb＄inで染色し検鏡して樟菌が轟められた。含糠筍汁ブイヨン（pouillpn）に接∋医し、う50l  

370Cの両温堂内に焼気及好気の両状態に放て培養して見た所、370C．の好気的増募管のみに  

又筍の切片を入れたBouillonに接種して370Cに置いたところ、筍の組織の崩壊が窮められ   

変質填詰は乳黄白色に混濁、静置すると沈澱して沈澱物で下部を填め上層に清澄液を残す  

図参照）変質の余り進んでいないものでは筍の基部以外の表鹿部は指にて擁するとどろど  

顔し、梢々ぬちつく感がある。混濁は以上の様な崩壊した組織に原因している。．筍を切鱒  
へ  

内部が硬くて変化がなく、変質は数粍毎度の表層部に限られていた。併し変質の進んたな  

筍の基部は液中に七周辺繊維状に見え、芯都道軟化して容易に崩壊する。水中に済けて崩  
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白色の経緯が束ねた様な状態で分蘭して来る。併し匂には変敗臭らしきものが殆んど感ぜられない。  

填詰笥組織の崩囁菌についての評験  

A．試験材料  

前項に記載した様な筍組織の崩壊現象を起レて間もない新し試験袈料の入手を必要と疎め、当校  

近辺の葉音より入手した筍を常法に鱒って諏遷し、Phoenix乙三号填に詰め、適量の水を荘加し80  

。Cで10分間加熱してから着付密封をし、次で1GOOC（上昇時間6分）で25分間、50分間及び75分間  

力感し、比絞的冷涼な風通の良い場所に置いて自然放冷をした。冷後370Cめ温皇に入れて置いた  

軌殺菌加熱50分のもの三墳中二填の筍は典型的な組織の崩墳現象を起した0これを韓験袈料とし  
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で墳話筍の組織崩壊の原因体につレ〕て追究した。  

お．細菌の分離  

崩壊現象を超した墳詰より少量の試料を採取して、筍汁Bouillon（pH6・3）に移し、370Cの温 

童に約20時間放置して置いた所、好気性埼養管のみに発育して、液席に菌膜の形成を見た。玄に分  

離した細菌が果して囁話筍の崩壊原因体であるかを確露するため次の試験を実施した。  

ぺ∴0 筍組織崩壊能の確酪試験   

正常の耀諸筍を小片に切って、其噛過液汁と共に適量を入れた大型試験管（琴3軌長25糎）の   

滅菌（1000C60分間の加熱を24時間間偏にて三回繰返す）したものの中に、前項に記載の分離した  

細菌を接種し、一管ほ綿栓の健、他の一管は綿栓を試験管の内方に押込み、管口にゴム栓を施し、   

バヲフィンにて気密に封じ、両種試験管共370Cの温室内に一週間置いた所、何れの細管内に於  

ニて ても筍組織の崩壊現象を起した。綿栓のみの試験管に於ては毎日揖逸して液酎こ生じた菌膜を破壊．。  

しても其翌日には新しく菌瞑が形成され、液汁は乳黄色に着色し、浪萌化し行き、崩壊の進行も比・  

蜘勺大で、筍の試験片は上部に位置するものから、犯されて小さく痩せて行くのが見られた。然る  

に綿栓上にコーム栓を施し、パラフィンにて密封して、細菌によって利用され得る空気を制限 

験管内に於ては最初に胡来た菌膜を破壊すると、次回には其傾向を著滅し、遂には全く形成されな  

「■くなった。液や訊こは特別な衰色がなく、崩壊物は況降して筍試験片間の間隙を埋め上部の液は漕 

：徴こなか亀話に発生の崩壊現象を其優に再現した典型的な変質が試験管内に於て起った。（寿＝図 7・  

p・分離した菌の性状  

分顔した細菌は純粋な単一のものではなく、寒天平板培養（筍汁含有）分離法に従って≡種以上  

簿細菌を分艶したが其何れもが樟葛である。其内2種の細菌が筍組織の崩壊能が大で且耐熱力の大  

撃ものであったので其二種群のものについて共生理的性質や其他の性状を常法に従って試験し以  

甲様な結果を毎た。伶お本報告に放て以上二種の細菌を筍組織崩壊菌A及びIiとして区別して呼  
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填帯筍組織崩壊菌－A   

〔r〕形態上の性質  

a．細菌体（肉汁ペフェーン筍  

升入寒天斜面370C、5時間増募）  

棒状 0．顆×1・6－5・〝（平均的2・叫）薗端円形  

独立、対立、時には短連鎖  

運動清発、鞭毛は周毛  

グヲム氏染色陽性、普通染色剤にて良く染る○  

叉繋い菌体隠均等に染色され去が、時間が径過すると斑染となり、漁色顆粒体が  

はれる。   

l．形態  

Z．配列   

3．運動  

4．染色  

b．胞子形成（肉汁ペプトン筍汁入穎天斜面370C・26時間）  

1．形態 卵形 0．7〝×1・叫   

2．形成位置  中央又は備央   

3．胞子嚢  楕々膨隈   

〔Ⅰ〕堵奏上の性質   

a．尭天斜面埼養（370C）   

l．筍汁入幕天斜面嗜着  

発育旺盛、拡張・臥表面粗で梨地を呈す。灰白色漸次帯褐色。僅かに小破を生ずる○  
l  

，2．普通席天斜簡培養  

下部より葉状に上部に伸び（恰も長布の様な形）、灰白色不透明、中軸部を中心にして   

平に左右両側に向って短軸な繊維状に廠装を多数に生ず。筍汁入乗天斜面上に於ける様  

育力晦盛でない。  

b．ヂェヲチン穿割増養   

表面に厚膜形成、蕪管状液化  
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C．馬鈴薯埼養（370C）   

発育旺盛、大形の薮曲（素麺の折蓋った様な形状）．形成、■黄色を呈し、   

なる。時日の径過につれて黒褐色となる。  

d．Bouillon（370C）   

表面に無光沢灰白色強敵の薄膜形成、膜面には大型円形の凹所を数個生ず。膜鱒管壁に‥   

上昇し、甚しきは1疲に達す。液層が初め薄く濁るが、2日後より上層部から漸次透明   

全体に及ぷ。  

e．乗天平板培養（370C）  

1．筍汁入簿天平板増募  
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弟≡図 b：A菌コロニー（普通寒天平板堵糞）  第≡図 8；A菌コロニー（筍汁入寒天平板培養）  
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第≡図r：A菌の芽胞（370C・26時間）1550倍  

第≡図 g：A菌の鞭毛（370C18蒋詞）西沢、菅原法  
により染色 1550倍  
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発育迅速、Colonyの形は路円形で属平、周縁は輪郭絹々明瞭を欠く、肉眼的観察では組陛   

は表面粉状に見え無光沢である。Colonyの中央部に小白点が存在し、某局臣削こ花粉を散布し   

た様に帯責灰白色の細粉が密在するが、周辺部に於て次第に粗となカ、半透明状となる。但し   

虫眼鏡で視察すると、雪白色の不規則な小体を乱雑に－甲に堆積した様な構造である。   

2．普通車天平板培養  

灰白色不透明、特に中央部は灰白色で叙壁を生ず、周辺部に至って不透明虔を滅ず、縁辺花   

餅状。   

用）生理的性質  

乳酸酵（370C・48時間、ペプトン如こ1％糖分添加）  
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（糖の種類）  

Ⅹylose  

ATabino＄e   

Rhamnose   

Glucose   

Fructose   

Galactose   

Su 

Maltose   

Lactose   

InlユIin   

Starch  

GlyceroI  

DulcitoI  

MannitoI   

Salicin  

（増募液反応変化）  

酸性化  

アルカリ性化   

アルカリ性化   

酸性化  

酸性化  

酸性化   

酸性化   

酸性化   

アルカリ性化   

アルカリ性化一  

酸性化  

酸性化   

アルカリ．性化   

アルカリ性化  

酸性化  

（瓦斯発生）  

ナミ′  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

ナシ  

杢i．b・Amylase反応（370C）  

0・2％可溶性琴粉を含有するBouillonに接種して370Cで3旦聞埼暮し、液の一掛こLugol，s，  

Solutio咤滴下して見ても何等の変色も裔められない。叉埼養液を淵過してPhosphot。ngSticacid   

の溶液を添加して蛋白を落し、溶液の一部にFehlingSolutionを加へて一分間煮沸した  

酸化銅の生成が見られ糖化作用が権藤出来た。  

亡・牛乳埼養（3アロC）  

キ．・凝固作用なく、上層より半透明化し、，10日後たは仝体の約％半透明化し、緻アルカリ性となる。  

三ト15日後には明かにアルカリ性とな少ヽ20日後にはそれが顕著になった。  

インドール生成  
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陰性  

e．硝酸塩還元（Bouillon＋0・3％硝酸加里、370C）   

二日間にて亜硝酸生成  

f．Vo那S－Proskauerの反応   

Ac三tyl－methyl－Carbinol生革：陽性  

g．メチール赤反応   

陰性  

h．中性紅還元   

陽性  

i瀾化水素生産（酪酸鉛寒天穿軋樗養、370C）  

陰性  

j．酸素の関係   

好気性   

k．pnの関係   

生育城：4．＄－8・0  

1．温度関係   

37。Cに於て発育迅速且つ旺盛、耐熱性朋順に記載  

填蕃筍組織崩壊薗一月  

（l）形嘩上の性質  

a．細菌体（肉汁べ‥ン筍汁入寒天斜面370C・5時間）  

1．形態梓準、0・8叫×1・6－5・叫菌端円形   
2．配列 独立ヽ対立、時には塩連鎖  

3．運動性 運動清澄、鞭  

毛あり周毛性  

・4．染色グラム氏染色暖性、普通染色剤にて良く染る、卦、菌体は均等に染色される  

が経過すると産染となb、漁色に染色される顆粒体現われる。   
b．胞子形成（肉汁ペプトン筍汁入磨天斜臥370C）   

1．形態 卵形 0．6×1・3J上  

．2‘形成位壇 偏央又は中央  

3．胞子嚢 梢々膨化  
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（丑）埼奏上の性質  

a．寒天斜面埼養（370C）  

1．筍汁入寒夷斜面増着   

発育旺盛、拡張性（Sprea品咽）、表面無光沢、極めて特徴のある灰白色細長の雛  
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第四囲 b‥B菌コロニー（普通寒天平板埼費）  第四図 a：B菌コロニー（筍汁入寒天平板埼賛）  
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る。灰白色よ鋸漸次帯褐色に変化する。   

2・普通寒天斜面培養   

下部よ憎状に上部に伸び、灰白色不透明、中央部に灰白色織維状の叙が絡み合つ   

散布している。  

b・ヂェヲチン穿割増養  

表面に厚膜形風蕪管状に液化  

C．属鈴薯埼養（370C）  

発育旺盛、大形の鮎（但しA菌よ畑其波が長い）形成、黄色を呈し、野砲噌褐ノ   

となる。時日が経過すると黒褐色になる。  

d・Boui鮎n（革70C） 

表面に無光沢灰眉色繊の薄膜形成、膜面には大型円形の凹所を数個生ず、膜隠管璧に漁って  

上昇し、甚しき叫mにも酎0液層は初婚く混濁するが、2日後よは層部から漸次馴 な 

とタ全体に及ぶ。  
∴揉  

i・東天平板培養（370C）  
．卓  

1・筍汁入寒天平板培養 

嗣野鼠Colon用略円形で尉、周辺硝郭明臥肉眼的観察で旺表面灰白色粉状。由  

し中央にほ訝肯貞大形の衣鴇色の姥状畑を生じ、其周囲に衣白色枚状の隆起体が佃する。其  

紐状水泡吻に白金耳を触れて検すると粘性の液体盈包蔵している。虫噸で醸すると平届部・1・▲÷ の表軌 

こは御昨白糖を堆積した状況を示している。  

2・普通車天平板増黄  

白衣色不透明、中心部に互に絡み合った短細な触状物が存在する。縁辺が花押状東裂けて 

いる。  
．
－
 
 
 
ノ
 
 

用う生理的性質  

a・顧酵（370C・4時間。ペプトン如こ1％糖分添加）  

（時の種類）  

Ⅹylose  

Arabinose  

Rhamnose  

Gluco5e  

Fructose  

Galacto5e  

Sucro＄e  

Maltose  

LaぐtOSe  

（培養液反応変化）   （瓦斯発生）  

酸性化  

アルタり性化  

アルカリ性化  

酸化  

酸性化  

●酸性化  

酸性化  

酸性化  

アルカリ性化  

－12＿  

、ご。l蜃   



ナシ   

ナシ  

ナシ   

ナシ   

ナシ   

ナシ  

アルカリ性化  

酸性化  

酸性化  

7ルカリ性化   

アルカリ性化   

酸性化  

Inulin  

Starch   

GlyceroI  

Dl11citoI  

MannitoI  

Salicin   

且Amylase反応（370C）  
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陰性  

e．硝酸塩還元（帥illon＋0・3％硝酸加量、37。C）二日間にて亜硝酸生成  

f．Voge＄－Proskauer反応（Acetyltnethyl－Carbinol生産）   

陽 性  

g．メチール赤反応   

陰 ′性  

b．中性紅還元   

陽 性  

i．硫化水素生成（酵酸鉛寿天穿郵埼養、370C）   

陰 性 

j．酸素の関係  

好気性   

k．p且価の関係  

生育pH域；4．8一乱0  

1．温度頗係   

37。Cに於て発育迅速且つ旺盛、耐熱隊吼紺項に記戟   

E．垣詰筍組織崩壊薗の耐熱カ  

〔l〕筍組織崩壊薗芽胞の耐熱力測馬法概要  

試験液の調製：筍確諸の液汁を採取し、卵白にて清澄化を行い、pH価を5・6に調節した右  

t誓  詞  〕  

r  

笥  

．ヨ   

惑  

肇 、ゴ   

一1う ＿  



熱試験液として使用す。  

芽胞懸濁液の調製：筍汁入籍天斜面曙養（370C5日間、室温に5日間放遭）より採集の芽胞を上  

田の加熱試験液中に入れ滅菌ゴム栓を施して烈しく振帽塊を砕いて芽胞を分散させ（加熱試験  

液を入れた試験管内－；は予め硝子小球5”6価入れ滅菌している．ので振塵の際菌塊を砕いて分散を 

助ける）、滅菌綿層を以て澹過したものを本試験に使用す。  

芽胞の漫虔はTbomaの血球計算券を使用して測定した。  ／  

耐熱カの測定：滅菌した経7粍のT・D・T・管に上記の芽胞懸濁液0．4cc宛採取し、管ローをすべ  

て烙封した。耐熱力は温度1000C・1G5OC・及び110OC・に放て測定し、105OC．及び110OC．に放  

ける測定には油浴を使用した。加熱処理を施し、冷却したものは370C・の温室内に入れ、薗の発  

育の有無を検した。  
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〔Ⅰ〕筍組織崩壊菌芽胞の耐熱力測定結果  

a．A菌の場合  

1・加熱致死時間の測定結果（加熱液＝pH5．6の筍汁）  

加熱温度  測   定   の   結   果  綜 倉 持 果  

（OC）   （分）  斉 一 回  第 ＝ 固，第 皇 国  ＋  

芽胞 I 400M 
†  380M   450M / 403M   

9   O 

0   8  

0   9 

100  100   

＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋  ＋ ＋ ＋  

－      －      ■  
0   9  

＋  ＋  ＋  十 ＋ ＋・  ＋ ＋  ＋   9   0  

0   8  

0   8  

105  0   8  

＋ ＋ ＋  ＋  ＋  ＋  ＋ ＋ ＋   9   0  

0   9  

0   9 110i  0   9   
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鞋：M＝＝10¢   

2・加熱致死時間曲線の決定  

イ・曲線の匂配zの決定   

細菌芽胞の加熱致死時間数の対数と加熱温度とは略直線関係を示す。⑧この近似的曲線を   

数字的に叙述する方法として次の二つのFacヒOrSが使用される。④   

F＝2500Fに敬て細菌芽胞を破喝するに要する時間数（分）、伍し本報告に於ては115。Cに  

於て細常芽胞を破壊するに要する時間数（分）として規定する。  
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乞＝加熱致死時間曲線の匂配を温度数（華氏），で示したもの。一   

但し本報文では揮氏による温度数で示した。   

又加熱致死時間曲線はちall④によると疾式によって表わされる云   

但し玄では  

Ⅹコ1150C一加熱温度   

y＝加熱致死温度（OC）  

と規定する。  

（第＝表）   

華氏目盛に従へばzニ乱ざ×1・8＝＝14・8  

せ．1150Cに放ける致死時間（F）の決定  

沸点の上と 

ように曲線を決定しなければならぬ」と云う規定を念頭に置いて行づた。   

Fめ偉と 

して2．1を 

死滅曲線 

することが出来た管である。  
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噂話筍組織崩壊菌A／   琴．  

加熱致死時由働級  

●陽性管  

0陰性智  

PH5・6徴汁  

ヽ
一
一
■
 
 

加敵軍夜（○り・  

ふ 1．加熱致死時間の測定結果  
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2・加熱致死時間曲線の決定   

イ、曲線の匂配zの決定   

（2）－β） 5．005＝0＋5〕  

z＝＝10．0  

華氏目盛を採用すれば  

ロ、F嘩（1150Cに放ける致死時間）の決定  

こ於ける  

たもののヽ 

は破壊されるべき芽胞の密度によって相違するものである。  
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発こ・∫  

へStumbo氏の方法による五倍の計算  

Stumbo氏等⑥が死のLogarithmicorderを仮定して、各値を計算するための測定結集の処理方 

法について述べているが、其お法に従って喝芽胞について得た上記の測定値を処理しヱ値を   

求めて見た。  

tJ  
＝主芽胞数の9）％  

を破壊するに要する時間（分）  

U＝加熱時間’（分）  

a＝1組の耐熱試験に供した芽胞数  

●  但し本件に於ては次の様なものである。  

1c・C・当り芽胞数＝り3（580＋39叫480）M＝483M   

耐熱試験管＝9本、1本当りの菌液＝、0・4c・C．   

即ち  a＝9×0．4×483M＝1739M  

bこ加熱時間（り後に於ける生残菌数Halvorson及びZieglerの式を適用して、耐柑験管の  
妄／級数と其円の陰性管の数とから計算して求める即ち次の削である。  

n 支＝2・303Log  

－18 ＿   



沌蝕温度  



1000C  ll．95  1．078   15   2去5   16．17  

1050C  3，78  0，578   10  100   5．78  

1100C  l．195  0，078   5  25   0，39  

∑1qgY宣  
（第大義）  

1・34  

1．734＝3logS十30Ⅰ／z‥・∴……‥・…… （1）  

22．34＝30logS＋350Ⅰ／乞……………… （2）  

17．34＝30logS＋300Ⅰ／z……………・‥ （1）×10  

5．00＝ 0 ＋50Ⅰ／乙…………‥・… （2）－（り×10  

乞＝10  

に於けるD値を表わすもめである）  

以上の結果から1150Cに於けるD値を上式によって求めると0．3紬ミ得られる。  

ふ 

F＝q．38（loglGO－logl）＝0．38×9＝3．42  

このF値を米国式に2500Fに放て規定すると  

併し殺菌の終点を1010の芽胞を破壊して1とする点を以てすると  

F＝0．38（loglOlO－logl）＝0．3β×10＝3．8  

の項に記戟の数値（グラフも同様）と一致する  

∴  

㌍，C・・A常についての測定値の■stumbo民法による処理、  

ついての測定結果は、Stumbo民法によって処理するため  

声十i．が適当なものでなかったので、陽性管と陰性管との混在する「温度一時間」   

によって「データ処理の仕虎がない訳であるが、A常にづ  

華て、陽性管のみの得られた最高生麺時間と陰性管のみの得られた最低死   

放ける緬臭が陽性管と陰性管との出現数が相等しものとしての仮定を設け  

勤こよらて「デー．タ」の処理を韓み、哺並びにF値を計算して見た。  
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i．D値の計算  

1．750＝3log  

i 23・595＝30logS＋350Ⅰ／z‥・・・∴…………・ 

17。580＝30logS＋30）Ⅰ／z‥・‥・・‥‥・・‥…‥・ 

6．0如＝．0 ヰ50Ⅰ／各…・∴…‥∴・…・‥ （2）－（Ⅰ）×1¢  

来るが、・（算入囲参周）B菌の場合の棟に完全に一宮線上に乗らない、そこでそれ等の三 

も良く満足せしめ得る置換を最小自乗港によって第2項に放て求めたのであるから、其鱒 
¢1  

I 去値とS債とからD値を計算すると以下の様な数値が得られる。  

F  

＿ 21＿  
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100の芽胞を破壊して1とする点を設薗終点として次にF値を計算すると以下の通りである。 F 

＝0・23（loglOO－logl）＝2．07  

米国式に2500Fで規定すると  

F＝0．042（logIO9－logl．）＝0．38  

ふ∵■  

′ 

亡ゝ 
・1  

蓮  

抑熱温度（Oc）  

d・pH6・昭汁中に於けるA常の耐熱性  
Jで・、一 

∴ 
、戟して置くことにする。   

‾ － －  

■■■■■－－  



■2．加熱致死時間曲線の決定  

イ、曲線の勾髭“z’’の決定   
■  

ついて測定の項中の旨己載参照）■   

58・42 

z＝＝50／5．8去8．625≠8．6   

上の計算にて求め得たzの借を   

かれる 

滞すこ 
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埠吉舎筍組織崩濾薗A／   第  

加熱致死時間曲線  九  

ヵロ祓．温度（。c）   

・へStumbo氏急によって計算のZ値  
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3．0149＝3logS＋301／か…………………・ 

5．778＝0＋501／乞………………・t・（2）－（1）×10  

z＝50／5・778＝8．65  

華氏で示すと乞＝8．65×1．8＝15．57  

、B菌の場合に放て見たと同様である。   

上に得た各値8、65を基礎に各加熱温度に於けるD値を計算すると以下の如くてある。  

121．1  

F＝0・7（loglO9－logl）＝q・7×9＝6・3  

女米国式に2500F（121．10C）に放てF借を規定すると  

F・白滝に対する崩壊作用  

スキヤヰの友の確諸（液汁のpH価5・6）中の自縛を短く切って液汁と共に滅菌試験管さ羊 

コツホの釜で2ヰ時間置きに30分間宛IOOOC右3回加熱して、汝菌したものゐ中に、其鞘  
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図
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∵脚0間後に検した所、接種管に放ける白滝は崩壊していたが、対腰管に於ては変化が見られなか  

汽・こ．った○芹＝図写真参屑  
試験結果の摘要と考察  

Ⅰ・囁諸筍が真空度を保有し、垣琵の外形上には異状を顧めないに拘らず、円容物たる筍の組織が崩  

壊し業者間に於て、従束不恩義な現象として考えられていた鱒異な垣讃筍の変改原因について細  

牒学的な試験をした。  
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其結果、筍の組織を崩壊させる細菌を分離する暑が出来た。そして、夫等の細酌以て、・噂話                                                                                                                                                   ▼  ▼      ■ 【 ＝二 ‾ ti・－■ ▼  ‾ ■  ■■■．■■I●＝  
き」筍に放て見ちれると同様の組織崩壊の現象を試験管内に於て再現することが出来た。  

潰それ等の細菌は、グヲム陽性の紳輔恥芽胞を形成し、瓦斯を生産せず37。Cに潜て盛 l ：来 
き繁射る。其内A及び弛2廟のものについて、特に共生卸性質を精査したが、埼養蓋 i・  

・・・ヰに触る集落の形体等に放て両種闇に差違が認められるが生酎作用又は反応に於て鴫に試 ミ∴験の範 

囲内では全く等しきものであった。 」●⊥  
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囁軸頓首A及び耽っいて加熱致死時間の測定を行い、pH5・6の筍獅にての測定結果で  

牲、相として咽に軋ては8・Z（華氏では朋）、咽に軋て酎0（華氏では1ぎ）、又瓜  
－の筍獅にての測定結果ではA菌に肘る相として8・65（華氏ではほ6）を得た。Z億の緬  
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に放て、最高生残時間と最低死滅時間との中間値をBa11の式のYにとって、最′J伯東法によって  

算出した各値と、S叫mboに従ってD値を出し、その値をBallの式のYに代入して最小自’乗法   

よって算出した各値とは、完全に一致することが、A、万両菌の何れの場合に於ても見られたて   

で・ある。  

5．115。Cに放けるカp熱致死時間Fは、1GOの芽胞が破壊されて1になる点を投首終点として計算  
、A常に対しては2′†  てpH5．6の筍汁申に放けるB常に対しては3・4分（2500Fで規定すると0・83分）   

分く2500Fで規定すると0．4分）、．叉pH6・るの筍汁中に於けるA常に対しては6・3分（2500Fで規定  

ると1．2分）と云う値を得た。  

．  二 6  

数値を与える。  

pH5．6の筍汁中でのA常に対しては・‥・‥・‥・‥…140分 

′  pH5．6の筍汁中での喝に対しては‥・∵∴……・10喝・  

pH6．6の筍汁中でゐÅ常に対しては……………341分  

比較的pH価の高い製品で、簡もこの種の細常によって相当程度に汚染された場合、熱の伝  

慶の緩慢な垣誇の製造に当り、水の沸点で殺菌加熱を行うには、可成長時間加熱しなければ  

とは云えない。  

併し酸を添加しTpI柁4・似下たすれば本宮に関する限りに放ては問題はない。   

A及びBの両菌は白滝を分解して童形態を崩壊させる。  

（附 冒己）  

本試験は岡山県食品株式会社の篠原和書氏甲依墳によって行ったものである事は先に記し  

であるが、其後香川県兵服協連麻工場の大西真一氏からも資料の送附を受けた。叉この辞  

した材料の一部を大阪合同鰭許の前田勉氏に捷供して貰った。叉本試験の実施に当って官  

撰の助力を得た。是等の緒氏に感謝する。  
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第十一図 自拷の崩壊  
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